











































































リア (Main Hinterland) と定義され、(図中左側の） に立地する荷主は、
自身にとって最も近くに立地する港湾Ａを利用すると考えられる。もう１つ
は、競合エリア (Competition Margin) と定義され、(同じく） に立地す
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図１ 港湾背後圏域
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6) 例えば、Rodrigue et al. (2006) の Chapter 5 では、簡単な数値例を用いて式を解説
している。
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表１ 国・地域別コンテナ取扱量の推移
（単位：1000TEU）
国・地域＼年 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2006
世界 17,410 37,163 55,903 85,597 137,239 225,294 382,622 429,802
日本 1,868 3,417 5,517 7,956 10,604 13,621 16,777 18,274
アメリカ 5,270 8,567 11,533 15,245 19,104 27,301 38,519 40,875
イギリス 1,393 2,264 2,886 4,042 4,726 6,525 8,599 8,226
オランダ 1,139 2,056 2,769 3,762 4,880 6,402 9,521 10,044
アジア NIEｓ 1,684 4,699 8,308 18,124 36,747 54,237 73,699 77,144
台湾 471 1,644 3,075 5,451 7,849 10,511 12,791 13,102
韓国 189 672 1,246 2,348 4,503 8,530 15,113 15,711
香港 802 1,465 2,289 5,101 12,550 18,100 22,602 23,539
シンガポール 221 917 1,699 5,224 11,846 17,096 23,192 24,792
ASEAN 175 885 1,657 4,298 7,977 15,349 26,279 26,330
インドネシア 87 229 924 2,048 3,864 5,503 3,740
マレーシア 66 172 389 888 2,075 4,613 12,027 13,419
フィリピン 95 437 638 1,408 1,892 3,605 3,634 3,596
タイ 14 189 400 1,078 1,962 3,269 5,115 5,574
中国 1,519 2,735 6,304 17,232 35,483 88,548 84,686
（香港を含まない） 54 446 1,204 4,682 17,383 65,947 61,148
南アジア
インド 146 393 687 1,360 2,314 4,938 6,190
パキスタン 60 244 390 551 775 1,391 1,699
スリランカ 42 216 584 1,029 1,733 2,455 3,079
西アジア
イスラエル 134 274 308 462 888 1,365 1,525 1,774
サウジアラビア 819 947 789 1,090 1,503 897 3,919
UAE 340 712 1,563 3,512 5,055 9,846 10,967
(出所) Containerisation International Yearbook（各年）より筆者作成。
10) 参考として､ 2006年実績値も加えた。
11) Twenty-foot Equivalent Units の略












国・地域＼年 197580 198085 198590 199095 19952000 200005
世界 16.4 8.5 8.9 9.9 10.4 11.2
日本 12.8 10.1 7.6 5.9 5.1 4.3
アメリカ 10.2 6.1 5.7 4.6 7.4 7.1
イギリス 10.2 5.0 7.0 3.2 6.7 5.7
オランダ 12.5 6.1 6.3 5.3 5.6 8.3
アジア NIEｓ 22.8 12.1 16.9 15.2 8.1 6.3
台湾 28.4 13.3 12.1 7.6 6.0 4.0
韓国 28.9 13.1 13.5 13.9 13.6 12.1
香港 12.8 9.3 17.4 19.7 7.6 4.5
シンガポール 32.9 13.1 25.2 17.8 7.6 6.3
ASEAN 38.3 13.3 21.0 13.2 14.0 11.4
インドネシア 21.3 32.2 17.3 13.5 7.3
マレーシア 21.1 17.8 17.9 18.5 17.3 21.1
フィリピン 35.7 7.9 17.1 6.1 13.8 0.2
タイ 69.4 16.1 21.9 12.7 10.7 9.4
中国 12.5 18.2 22.3 15.5 20.1
（香港を含まない） 52.6 21.9 31.2 30.0 30.6
南アジア
インド 22.0 11.8 14.6 11.2 16.4
パキスタン 32.3 9.8 7.1 7.1 12.4
スリランカ 38.8 22.0 12.0 11.0 7.2
西アジア
イスラエル 15.4 2.3 8.5 14.0 9.0 2.2
サウジアラビア 2.9 3.6 6.7 6.6 9.8
UAE 15.9 17.0 17.6 7.6 14.3
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13) 本研究と同様、データ制約のため、実証分析では新興コンテナ港湾を除いている。
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表３ アジア地域のコ
アジア
1975 1980 1985 1990
世界 港湾 取扱量 世界 港湾 取扱量 世界 港湾 取扱量 世界 港湾 取扱量
1 3 神戸 905 3 神戸 1,471 3 香港 2,289 1 シンガポール 5,224
2 5 香港 802 4 香港 1,465 4 高雄 1,901 2 香港 5,101
3 11 東京 369 5 高雄 979 5 神戸 1,857 4 高雄 3,495
4 13 基隆 246 6 シンガポール 917 6 シンガポール 1,699 5 神戸 2,596
5 19 横浜 329 12 横浜 722 7 横浜 1,327 6 釜山 2,348
6 22 高雄 225 15 基隆 660 11 基隆 1,158 10 基隆 1,828
7 23 シンガポール 221 16 釜山 633 12 釜山 1,115 11 横浜 1,648
8 29 釜山 173 18 東京 632 14 東京 1,004 13 東京 1,555
9 37 大阪 133 19 ジェッダ 563 21 ジェッダ 678 20 マニラ 1,039




34 大阪 423 34 ジェッダ 550
35 名古屋 422
37 バンコク 400 37 ポートクラン 497















122 TJ プリオク 8
164 上海 30
201 青島 31




1995 2000 2005 2006
世界 港湾 取扱量 世界 港湾 取扱量 世界 港湾 取扱量 世界 港湾 取扱量
1 香港 12,550 1 香港 18,100 1 シンガポール 23,192 1 シンガポール 24,792
2 シンガポール 11,846 2 シンガポール 17,040 2 香港 22,602 2 香港 23,539
3 高雄 5,232 3 釜山 7,540 3 上海 18,084 3 上海 21,710
5 釜山 4,503 4 高雄 7,426 4 深 16,197 4 深 18,469
7 横浜 2,757 6 上海 5,613 5 釜山 11,843 5 釜山 12,039
12 東京 2,177 11 深 3,994 6 高雄 9,471 6 高雄 9,775
13 基隆 2,170 12 ポートクラン 3,207 9 ドバイ 7,619 8 ドバイ 8,923
14 ドバイ 2,073 13 ドバイ 3,059 13 青島 6,307 11 青島 7,702
16 マニラ 1,688 15 東京 2,899 14 ポートクラン 5,716 13 寧波 7,068
19 上海 1,527 19 TJプリオク 2,476 15 寧波 5,208 15 広州 6,600
16 ポートクラン 6,326
18 広州 4,685
19 TJペレパス 4,177 19 TJペレパス 4,770
20 横浜 2,317 20 東京 3,819
21 マニラ 2,292
22 名古屋 1,477 22 神戸 2,266
23 神戸 1,464 23 東京 3,969
24 バンコク 1,433 24 青島 2,120 24 TJ プリオク 3,282
25 TJプリオク 1,300 25 TJ プリオク 3,280
26 大阪 1,159
27 基隆 1,955 27 横浜 2,873
28 ポートクラン 1,134 28 名古屋 1,912 28 ジェッダ 2,836 28 横浜 3,200
31 マニラ 2,665 31 ジェッダ 2,964
33 名古屋 2,752
34 名古屋 2,491 34 マニラ 2,722
36 大阪 1,474
38 広州 1,430 38 神戸 2,413








67 寧波 902 67 バンコク 1,349 67 バンコク 1,451




























































全体格差 日本 東アジア 東南アジア 南アジア 西アジア
1980 0.667 0.561 0.623 0.506 0.408 0.563
1985 0.612 0.503 0.579 0.474 0.257 0.426
1990 0.636 0.489 0.574 0.521 0.353 0.464
1995 0.647 0.410 0.572 0.550 0.358 0.552
2000 0.637 0.376 0.490 0.553 0.423 0.510



































































   
1980 0.667 0.122 (18.3) 0.314 (47.1) 0.230 (34.5)
1985 0.612 0.107 (17.4) 0.307 (50.2) 0.198 (32.4)
1990 0.636 0.107 (16.8) 0.350 (55.1) 0.178 (28.1)
1995 0.647 0.108 (16.7) 0.394 (60.9) 0.145 (22.3)
2000 0.637 0.100 (15.7) 0.424 (66.6) 0.112 (17.7)




























本 vs西アジアや日本 vs南アジアのは、(と同様に) 格差縮小傾向で
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